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「中国経済研究会」のお知らせ 

本年度第２回目の中国経済研究会は、香港でご活躍中の気鋭の経済学者張軼凡氏をお招きして、下記の要領で開催致します。大勢の方のご参加をお待ちしております。 

記 

時  間： 2014年6月17日(火) 16:30－18：00 
場  所： 京都大学吉田キャンパス・法経済学部東館地下1階みずほホール
報告者： 張軼凡（香港嶺南大学経済学部准教授）
テーマ： WTO Accession and Performance of Chinese Manufacturing Firms
　　使用言語：　英語
講師紹介：1994年に中国人民大学経済学院で学部卒業、1997年に同学院で修士学位、2005年にアメリカピッツバーグ大学より博士号を取得。イェール大学でポスドクを務めた後、2006年に香港嶺南大学経済学部に赴任、2012年から准教授に就任。研究分野は中国経済論、国際経済学、産業組織論など。
注：本研究会は原則として授業期間中の毎月第3火曜日に行います。2014年度における開催(予定)日は以下の通りです。 

前期：4月16日（火）、 5月20日（火）、 6月17日（火）、7月22日(火) 

後期：10月21日（火）、11月18日（火）、12月16（火）、1月20日（火） 
（この件に関するお問い合わせは劉徳強（liu@econ.kyoto-u.ac.jp）までお願いします。なお、研究会終了後、有志による懇親会が予定されています。）
************************************************************************************************
アジア経済発展論研究会のお知らせ
■7月定例研究会

2014年7月3日（木）17:00-18:30　

場所： 吉田中央構内 法経東館B1「みずほホール」（下記地図５番のビル）

http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/access/campus/map6r_y.htm 　　　　

報告者： 雲　和広　氏　（一橋大学　経済研究所　教授）

テーマ：「ロシアの死亡動態再考」

要約：

　ロシアの人口規模に影響を与える死亡率の決定要因を，先行研究を通じて探ることが本稿の目的である。文献調査と記述統計の描写により，ロシアの死亡率の変動と一致し得る要因に焦点を当てて検討を行った。死亡を社会経済要因のみで説明することは不可能であり，医学文献のサーベイは必須である。

　医療水準の悪化・環境汚染・生活習慣等の要因が，ソ連時代を通じた死亡率の上昇傾向を，そして連邦崩壊後におけるロシアの死亡率の変動を統一的に説明することは困難であると解釈される。先行研究は「ロシア人とアルコール」という，むしろ文学作品やメディア等でアネクドータルに描かれてきたような関係を抽出し，その長期的な死亡率の変化や体制転換後のロシアにおける死亡確率に決定的な影響を与える要因としてのアルコール 消費の量／パターン／頻度の重要性を示した。

参考URL：http://www.iwanami.co.jp/.BOOKS/00/1/0099220.html

言語：日本語

研究会幹事：

東南アジア研究所　三重野　mieno-lab@cseas.kyoto-u.ac.jp 075-753-7311

経済学研究科　矢野

経済学研究科　高野

経済学研究科　スクサバン・ヴィサテップ
************************************************************************************************
中国ニュース　６.２－６.８
ヘッドライン

■　香港：天安門事件２５周年の追悼集会
■　教育：日米英の子供たちの「お小遣い制」を比較してみた
· 商務部:中国のネットショッピング、ユーザーは３億人を突破
· 日中関係：唐家セン氏、日中関係改善には「根本と表面、双方の解決が必要」
· 大学入試：中国大学統一入試受験者９３９万人
· ランキング：「世界の教育の質」ランキング
· 自動車：日系自動車メーカーの５月中国販売数
· 交通：新疆ウイグル自治区初の高速鉄道、１年以内に開通へ
· 香港：１０万個のレゴで作られたブラジルＷ杯競技場のミニチュア、デパートが展示
· 新疆：翼竜研究に大発見、化石４０体と卵の化石５個見つかる
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
ニュース詳細

· 香港：天安門事件２５周年の追悼集会
【６月５日　RFI中国語】天安門事件から２５年となった同日夜、香港で大規模な追悼キャンドル集会が開かれた。集会は午後８時に、香港の民主派団体「香港市民愛国民主運動支援連合会」（支連会）の主催で開かれた。今年のスローガンは「天安門事件の再評価を、徹底的に闘おう」。参加者は主催者発表で過去最多となる１８万人、香港警察の発表はおよそ１０万人だった。集会では、天安門事件当時の学生リーダー・ウーアルカイシ氏や王丹（ワン・タン）氏ら８人のビデオメッセージが流された。ウーアルカイシ氏は「天安門事件を記念することが香港の伝統になったことを非常に光栄に思う」と述べた。また、王氏は「中国民主化の精神の旗印は倒れていない。証人はまだいる。最後には必ず勝利できる」と述べ、香港市民に活動の継続を呼びかけた。
· 教育：日米英の子供たちの「お小遣い制」を比較してみた

【６月３日　北京晩報】児童デー（６月１日）は子供にとって１年で最も重要な祝日の一つだ。子供に玩具を買うよりも、資金管理というプレゼントを贈った方がよいかもしれない。資金管理の観念の教育は子供の成長において最も意義あるレッスンであり、未来の発展に向けた「元手」でもある。ここからは、各国の両親が正確な消費観を樹立させるため、どのように子供を教育しているのかを見ていこう。１）米国、小遣いで資金管理を学ぶ。米国のほぼすべての子供が小遣いをもらっている。この小遣いのほとんどは、両親や家族の手伝いをして得られたものだ。両親が子供に報酬を与えるのには、主に３つの理由がある。まず、労働量に基づき報酬を得るという原則を守らせるため。次に、好きなお菓子や必要な学習用品を購入する一定のお金を与えるため。最後に、子供に手を使った労働という訓練の機会を与えるためだ。一部の富豪も子供に「働かざるもの食うべからず」を実行させ、幼い頃から「働かずして得る」という依存を断ち切らせ、「自分の手により飯を食う」という観念を樹立させている。２）日本、自力と我慢を重視。日本には小遣いの与え方が２種類ある。決まった日に一定の小遣いを与え、子供に自由に使わせるか、子供の望みに応じて小遣いを与えるか、我慢を覚えさせるかだ。日本ではお金の稼ぎ方、使い方、貯め方、他者との共有、貸し借り、価値増額を中心的な内容とする資金管理教育が、青少年・児童の教育全体に溶け込んでいる。３）英国、貯蓄は必修科目。英国の両親は、子供が両親から与えられたものを当然のように受け取るより、子供にお金の大切さを実感させる方がはるかに重要だと考えている。英国人の資金管理の教育方針は、合理的な消費を提唱し、細かい計算を奨励しており、これらの観念を次の世代に伝えようとしている。英国では子供の口座開設が流行しており、多くの銀行が１６歳以下の子供のために特別口座を提供している。英国の３分の１の子供が小遣いとバイトによって得た収入を銀行やその他の金融機関に貯蓄している。英国の児童は５歳から資金管理の教育を受け、硬貨と紙幣の差を学び、お金がどこから得られるか、どのような目的に使用できるかを理解する。７－１１歳の生徒は自分のお金の管理方法を学び、未来の需要を満たす上での貯蓄の役割を認識し、預金口座をいかに管理し、予算計画を立てるかを学習する。

· 商務部:中国のネットショッピング、ユーザーは３億人を突破

【６月４日　商務部】中国は２０１３年にネットショッピングユーザー数が３億２００万人に達し、世界最大の市場になった。中国ではネットショッピング利用者が日増しに増加しており、ネットショッピングの発展を促している。発表によると、２０１３年は通年のネットショッピング取引額が１兆８５００億元（約３０兆６７００億円）を超え、社会全体の小売総額の７．８％を占めた。
· 日中関係：唐家セン氏、日中関係改善には「根本と表面、双方の解決が必要」
【６月６日　中国新聞網】中国の元国務委員で「中日友好２１世紀委員会」の中国側首席委員を務める唐家セン氏が５日長崎で、日中関係について「根本から問題を解決するとともに、表面的な問題を解決しなければならない」と語った。長崎で開かれた同委員会の日中関係シンポジウムに出席した唐氏は、開会式のスピーチの中で「複雑な日中関係を処理するには、双方がしっかり順守する基本原則が必要だ」とし、「日中共同声明」など４つの政治文書の重要性を強調した。また、日中関係の処理には「国交正常化の『原点』を再確認する必要がある」とし、「歴史を鑑とする、違いを認めたうえで共通点を探す、世代ごとの友好」を３つのキーワードとして挙げた。唐氏はさらに、表面的な問題における緊急課題は歴史問題と釣魚島（日本名：尖閣諸島）問題の適切な処理であると指摘。その一方で長期的、健全で安定した両国関係を発展させていくためには、「パートナーなのか脅威なのか、チャンスなのかピンチなのか、新しい相互認識を確立すること」、「時代の流れに沿った新たな安全保障ビジョンによる、戦略上の疑念解消」、「各分野における交流、協力の推進、民意の改善」を軸とした「根本治療」が必要であるとの見解を示した。

· 大学入試：中国大学統一入試受験者９３９万人
【６月４日　新華社】中国教育部が公表したデータによると、今年の全国大学統一入試受験者数は９３９万人で、昨年に比べて２７万人増加し、伸び幅は３％に達したことが明らかになった。受験者数のうち高校の新卒生は２６万人増、中等職業学校の新卒生は１１万人増、農村戸籍の学生は１７万人増加し、浪人生は１０万人減少した。２８省で他地方から移住してきた子どもの現地での大学受験参加の問題を解決し、学生５万６０００人が居住地で受験できるようになった。

· ランキング：「世界の教育の質」ランキング
【６月３日　中国新聞網】世界経済フォーラムがこのほど発表した１４８カ国・地域の教育の質ランキングで、中国が日本より下位にランクされた。とくに数学・科学分野での教育に差が出たようだ。記事は、同フォーラムが発表したデータの中で、スイスが世界で最も教育体系の質が高いとされ、フィンランド、シンガポールがこれに続いたことを紹介。香港は２２位、米国が２５位、英国が２６位、台湾が３０位だったほか、中国大陸は５４位と日本の５０位を下回ったとした。また、数学・科学教育の質ではシンガポールが１位、フィンランド、ベルギーがこれに続き、香港が１０位、台湾が１１位と高い位置をマークした。一方、中国大陸は米国と同じ４８位で、インドの３２位、日本の３４位に及ばなかった。記事はこのほか、アフリカで最も経済が発展している南アフリカが今回のランキングで総合３位、数学・科学教育では最下位となったことを紹介。国内で教育レベルの見直しを求める声が出た一方、政府は「データは主観的なものであり、学生に対する実際の測定や評価から出されたものではない」と反論したと伝えた。
· 自動車：日系自動車メーカーの５月中国販売数
【６月５日　蓋世汽車網】５月度の中国市場販売台数を発表した日系自動車メーカーはいずれも前年同期比でプラスとなったものの、二ケタの伸びを記録したホンダ以外は増加率がいくらか鈍化したことが報じられた。記事は、トヨタ、日産、ホンダの「３強」とマツダの４社が発表した５月度の中国市場販売データを紹介。ホンダが前年同期比１０．５％と４社中で最も高い伸びをみせ、２か月連続で前年同期比マイナスを記録していた状況から一転したとした。一方、日産とトヨタはそれぞれ同３％前後の増加、マツダは同０．４％増にとどまり、増加ペースがここ数か月に比べて明らかに鈍化したと伝えた。その原因としては、トヨタはレヴィンや新型カローラ、マツダはアクセラとアテンザがリリースされるなど新旧モデルが入れ替わるタイミングと重なったためという。販売台数では、Ｘ－ＴＲＡＩＬが好調な日産が１０万６１００台で４社中トップ、ハイランダーが売れているトヨタが８万１１３６台、ホンダが６万２６９台、マツダが１万３８９２台と続いた。１～５月の販売累計では、日産を除く３メーカーが前年同期比で１０％以上の増加となった。日産は同３．６％増にとどまった。
· 交通：新疆ウイグル自治区初の高速鉄道、１年以内に開通へ
【６月５日　参考消息】新疆ウイグル自治区で初となる高速鉄道「蘭新線第二複線」が公開された。同線は甘粛省蘭州市と新疆ウイグル自治区ウルムチ市を結ぶ高速鉄道で、これにより北京～ウルムチ市間の所要時間は、従来の４０時間から約半分に大幅短縮される。関係者によると、調整がスムーズにいけば１年以内に開通予定。３日に行われた試運転には、国内外の多くの記者が招待された。甘粛省、青海省、新疆ウイグル自治区をまたぐ全長１７７６キロの鉄道で、１度に建設された高速鉄道では世界最長だと言われている。ウルムチ鉄道公安局副局長は、「同線はイスラム過激派武装組織の脅威にさらされているが、警察は安全を確保するための力を備えている」と述べている。
■　香港：１０万個のレゴで作られたブラジルＷ杯競技場のミニチュア、デパートが展示
【６月７日　中国新聞網】香港元朗のあるデパートではブラジルワールドカップの開幕地のスタディオ・サン・パオロの模型が展示されている。競技場模型は１０万個のレゴ積み木と１５００個人形を用いて２週間を費やして出来上がったのだ。競技場模型はとても精細で、人形人物が生き生きとして真に迫っている。
· 新疆：翼竜研究に大発見、化石４０体と卵の化石５個見つかる
【６月６日　台湾ETtoday】新疆ウイグル自治区の「天山ハミ翼竜」発掘現場で卵の化石が発見された。新疆ウイグル自治区ハミ地区は世界最大の翼竜の化石の集積地。このほど新たに４０体もの翼竜の化石と卵の化石５個が見つかった。すべて同一種で「天山ハミ翼竜」（Ｈａｍｉｐｔｅｒｕｓ　ｔｉａｎｓｈａｎｅｎｓｉｓ）と命名された。ある外国人専門家は、この発見を「２００年にわたる翼竜研究の中でも最も驚くべきもの」と評している。中でも注目は卵の化石だ。保存の状態がよく、立体の形で見つかっている。これまでに翼竜の卵の化石は４個（うち３個が中国、１個がアルゼンチン）発見されているが、今回ほど状態のよいものはなかった。翼竜の繁殖行為や生態などについて新たな知見が得られる重要な化石資料だという。
************************************************************************************************
上海街角インタビュー　㉞
社団法人大阪能率協会アジア・中国事業支援室副室長（海外委員）

順利包装集団董事（在上海）

福喜多技術士事務所所長

福喜多俊夫

サラリーマンの昼食事情 

　日本でも市中のサラリーマンは昼食の場所選びに頭を悩ます。安くておいしい店はどこも混み合っている。お気に入りの店には少し早目に出かけるなど工夫が必要だ。
上海の物価は他の都市より群を抜いて高い。上海のサラリーマンもいろいろ生活防衛をしているに違いないと思い、昼食事情を聞いてみた。
１．40歳代中頃の女性
　　　浦東新区外高橋保税区の中にある製造販売会社に勤めています。会社が入っているビルには食堂があります。メニューは数種あり10元～20元です。でも、味はもうひとつなので私は出勤の途中でコンビニ弁当を買う日もあれば、出前弁当を注文する日もあります。事務所スタッフは食堂へ行ったり、弁当を持って来たりしています。工場従業員はほぼ全員弁当持参です。会社は昼食補助として事務員には月額500元、工場従業員には月額200元出しています。事務所と現場には冷蔵庫と電子レンジがあります。
２．20歳代後半の女性
　　　私は南京西路の日系会社のオフィスに勤めています。週3日は弁当持参、2日は近所の呉江路の食堂かコンビニ弁当です。出費は平均25元くらいです。このあたりは高いです。私の住んでいる楊浦区なら15元くらいで済みます。宅配弁当は一人分の配達はしてくれないところが多く、事務所の同僚女性はほとんどが弁当持参なので仲間を募るのが難しいです。男性社員は全員が外へ食べに出かけます。彼らは30元～75元使っていると思います。もちろん事務所には冷蔵庫と電子レンジがあります。
３．50歳代前半の男性

　　　私は淮海中路のオフィス勤務です。わが社の女性は大半が弁当持参で、持って来ない日は途中でコンビニ弁当を買ってきているようです。コンビニ弁当は15元くらいです。私は毎日、会社の周辺の食堂で食べます。ビルの中にもレストランはありますが、比較的高いので（50～70元）、雨の日以外は利用しません。行くのは日本料理屋か中華料理屋で35～50元です。近所には麺やご飯定食が10～20元で食べられる店もあります。
４．60歳代前半の男性
　　　普陀区の工場に勤めています。以前は食堂がありましたが、委託業者は値上げを要求するわりには品質が良くないので、食堂を廃止し、昼食補助を１食10元支給するようにしました。男女とも殆どの従業員が弁当を持ってきています。事務所は自分の席で食べてもいいですが、工場内は飲食禁止にしているので、以前の食堂に冷蔵庫と電子レンジを数台並べて、工場勤務者の飲食場所にしています。私は車通勤なので、少し離れたショッピングセンター内のレストランを利用しています。１回30元前後です。
５．40歳代前半の男性
　　　虹橋路の事務所勤務です。会社からは1食10元の補助が出ます。７～８年変わらないです。でも、業績が良くないので文句はいいません。儲かったら値上げを要求します。社員の半分くらいは弁当をもってきます。大体、上海の若い奥さん方は料理が出来ませんから、弁当を持ってくる人は男女を問わず、親と同居していて、親が弁当を作ってくれる人です。私は外食組です。毎日平均35元くらいかかります。
６．30歳代前半の女性
　　　虹橋の事務所に勤めています。会社から昼食補助が月220元出ます。冬場は弁当持参、夏場は外食です。外食では麺類が一番安くつきます。15元以下です。でも、毎日麺では飽きてきますからご飯定食や丼物を20元前後で食べます。事務所の同僚は半分くらいが弁当、半分が外食です。
７．40歳代後半の男性

　　　北京西路の事務所勤務です。工場は郊外にあり、事務所は営業部門だけなので総数６名です。事務所にいるときは全員宅配弁当です。各人が好みのものを注文しますが、スープ付で平均15元です。
　私が南京西路静安寺の近くの事務所に勤めていた頃は、近所の数軒の食堂をその日の気分によって選んでいた。カレーショップCoCo壱番屋などは12時に行くと長蛇の列になっているので、カレーを食べたい日は11時半頃に出かけたものである。日本食中心の生活をしていたので昼食代は35~50元使っていた。今では日本食堂の昼食は平均50元になっている。
　上海のOLは弁当族が多い。中国人は基本的に冷たいものは食べないので、持参した弁当は必ず温めて食べている。事務所には冷蔵庫と電子レンジが不可欠だ。
　外食をする場合、麺類で15元（250円）前後、ご飯物だと20元～30元（330～500円）、
日本食堂の定食で50元（830円）程度である。補助が10元（165円）程度あるにしても給与水準から考えれば昼食代は決して安くない。弁当族が増えるのもうなずける。

以上
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【中国経済最新統計】
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	2005年
	10.4
	
	12.9
	1.8
	27.2
	1020
	28.4
	17.6
	0.8
	▲0.5
	17.6
	9.3

	2006年
	11.6
	
	13.7
	1.5
	24.3
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	19.9
	▲5.7
	4.5
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	15.7

	2007年
	13.0
	18.5
	16.8
	4.8
	25.8
	2618
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	20.8
	▲8.7
	18.7
	16.7
	16.1

	2008年
	9.0
	12.9
	21.6
	5.9
	26.1
	2955
	17.2
	18.5
	▲27.4
	23.6
	17.8
	15.9

	2009年
	9.1
	11.0
	15.5
	1.9
	31.0
	1961
	▲15.9
	▲11.3
	▲14.9
	▲16.9
	27.6
	31.7

	2010年
	10.3
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	1831
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	17.4
	19.7
	19.8
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	170
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	29.1
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	16.7
	14.1

	11月
	
	12.4
	17.3
	4.2
	21.4
	145
	13.8
	22.6
	-12.9
	-9.8
	16.2
	14.0

	12月
	8.9
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	165
	13.3
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	-15.4
	-12.7
	17.3
	14.3
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	38.7
	-0.9
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	15.0

	3月
	8.1
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	53
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	5.4
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	-6.1
	18.1
	15.7

	4月
	
	9.3
	14.1
	3.4
	19.2
	184
	4.9
	0.4
	-26.1
	-0.7
	17,5
	15.4

	5月
	
	9.6
	13.8
	3.0
	21.0
	187
	15.3
	12.7
	-6.1
	0.0
	17.9
	15.7

	6月
	7.6
	9.5
	13.7
	2.2
	21.8
	317
	11.3
	6.3
	-16.3
	-6.9
	18.5
	16.0

	7月
	
	9.2
	13.1
	1.8
	20.6
	251
	1.0
	5.7
	-7.8
	-8.6
	18.9
	16.0

	8月
	
	8.9
	13.2
	2.0
	19.4
	267
	2.7
	-2.7
	-12.7
	-1.4
	18.4
	16.1

	9月
	7.4
	9.2
	14.2
	1.9
	23.1
	277
	9.8
	2.3
	-6.4
	-6.8
	19.8
	16.2

	10月
	
	9.6
	14.5
	1.7
	22.4
	320
	11.5
	2.2
	1.8
	-0.2
	14.6
	15.9

	11月
	
	10.1
	14.9
	2.0
	20.0
	196
	2.8
	-0.1
	-8.7
	-5.4
	14.5
	15.7
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	7.9
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	316
	14.0
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	14.4
	15.0

	2013年
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	1月
	
	
	
	2.0
	20.8
	291
	25.0
	29.0
	-12.4
	-3.4
	15.9
	15.4

	2月
	
	
	
	3.2
	
	153
	21.7
	-14.9
	-35.6
	6.3
	15.2
	15.1

	3月
	7.7
	8.9
	12.6
	2.1
	21.5
	-9
	10.0
	14.2
	-19.7
	5.7
	15.7
	14.9

	4月
	
	9.3
	12.8
	2.4
	19.8
	182
	14.6
	16.6
	13.9
	0.4
	16.1
	14.9

	5月
	
	9.2
	12.9
	2.1
	19.7
	204
	0.9
	-0.1
	-14.4
	0.3
	15.8
	14.5

	6月
	7.5
	8.9
	13.3
	2.7
	19.9
	271
	-3.3
	-0.9
	-17.3
	20.1
	14.0
	14.1

	7月
	
	9.7
	13.2
	2.7
	20.2
	178
	5.1
	10.8
	1.2
	24.1
	14.5
	14.3

	8月
	
	10.4
	13.4
	2.6
	21.4
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	7.1
	7.1
	-11.7
	0.6
	14.7
	14.1

	9月
	7.8
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	-0.4
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	4.9
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	1.2
	14.3
	14.1

	11月
	
	10.0
	13.7
	3.0
	17.6
	338
	12.7
	5.4
	-9.3
	2.3
	14.2
	14.2

	12月
	7.7
	9.7
	13.6
	2.5
	17.2
	256
	4.3
	8.6
	-3.4
	-42.6
	13.6
	14.1
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	1月
	
	
	
	2.5
	19.8
	319
	10.5
	10.8
	-8.6
	-4.5
	13.2
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	2月
	
	
	
	2.0
	
	-230
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	10.4
	1.3
	4.0
	13.3
	14.2

	3月
	7.4
	8.8
	12.2
	2.4
	17.3
	77
	-6.6
	-11.3
	6.1
	-1.5
	12.1
	13.9

	4月
	
	8.7
	11.9
	1.8
	16.6
	185
	0.8
	0.7
	0.5
	3.4
	13.2
	13.7

	5月
	
	
	
	
	
	359
	7.0
	-1.7
	
	
	
	


注：1.①「実質GDP増加率」は前年同期（四半期）比、その他の増加率はいずれも前年同月比である。

2.中国では、旧正月休みは年によって月が変わるため、１月と2月の前年同月比は比較できない場合があるので注意

されたい。また、(　　)内の数字は1月から当該月までの合計の前年同期に対する増加率を示している。

　　3. ③「消費財小売総額」は中国における「社会消費財小売総額」、④「消費者物価指数」は「住民消費価格指数」に対応している。⑤「都市固定資産投資」は全国総投資額の86%（2007年）を占めている。⑥―⑧はいずれもモノの貿易である。⑨と⑩は実施ベースである。

出所：①―⑤は国家統計局統計、⑥⑦⑧は海関統計、⑨⑩は商務部統計、⑪⑫は中国人民銀行統計による。
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